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１ 単元名 「小数のわり算」 

 

２ （１）単元について 

 本単元のねらいは，「除法の意味の拡張や除数が小数の場合の除法の計算原理や筆算形式を理解す

ること」である。そして，このねらいを達成するために，本単元で大切にしたい数学的な考えは，次

のことである。 

 (整数)÷(小数)や(小数)÷(小数)の計算は，小数を整数に置き換えて，既習の計算に帰着させて考

えていけばよい。 

 児童は，これまでに，整数の乗法・除法および，小数の乗法を学習している。また，(小数)÷(整数)
も，(整数)÷(整数)の計算と同じように，簡単な数に置き換えて計算すればよいことを学習してきてい

る。 

単元前半の授業では，大切にしたい数学的な考え方を引き出すとともに，(整数)÷(小数)の計算では，

わる数に着目し，小数を何倍かして整数に置き換えれば，(整数)÷(整数)となり，どんな(整数)÷(小

数)の計算もできることに気付かせていきたい。 
そのために，数直線を基にした考え方と式を基にした考え方とをつないで，ともに小数を整数と考

えていることに気付かせ，その考え方に着目することの大切さを実感させられるような全体交流を組

織する。 

単元後半の授業では，(整数)÷(小数)，(小数)÷(小数)の計算の仕方を一般化したことや，これま

で学習してきたことを活用して解決してきたことのよさを十分に味わわせたい。 

 そのために，学習内容をもとに，(小数)÷(小数)の商と被除数の大小関係を調べたり，わり進みのあ

るわり算を解いたりする活動を位置付ける。そして，学んだことを確かに使うことができ，生かして

いけそうだと数理的な考察・処理によさを実感させていきたい。 

（２）本時について 

 本時は，式と数直線を用いて計算方法の考え方を結び付けながら，(整数)÷(純小数)の意味や計算

の仕方を正しく理解して，計算することができるようにする授業である。 

 「見付ける」過程では，問題場面をとらえて数直線を使って数量関係を整理し立式する。そして，

前時と同じところ，違うところから「前時までと同様のわり算になるが，わる数が１より小さい小数

の(整数)÷(小数)はどのように計算すればよいのか」という児童の課題意識を生み出すとともに，前

時までの学習との共通点から，本時もわる数の小数を整数化して考えていけばよさそうだと見通しを

もたせ，課題につなげる。 

 「考える」過程では，式と数直線を用いて，わる数の小数を整数化すれば計算できることを見付け

る。そして，わる数を整数化するために，わられる数も何倍すればよいかを考えていく。全体交流で

は，式と，筆算を用いて計算する方法を取り上げながら考えを深め，「わる数を整数化して計算すれ

ばよい」ことに気付かせたい。 

 「磨き合う」過程では，筆算の計算方法に着目させ，既習の筆算方法が，本時の場合にも用いるこ

とができることを学習する。 
「振り返る」過程では，筆算を用いた計算の習熟を図るために，練習問題に取り組む。 

         

３ 研究テーマに関わって 

  
   
 
子供たちが課題解決に向けて個人追究する際には，その時間までの既習事項が思考の礎となる。そ

のため，提示された問題から，これまでの学習と「同じこと」「違うこと」を見つける活動を位置付

けることで，「同じこと」＝「既習事項」と「違うこと」＝「本時の課題」を明らかにすることがで

きる。そして，既習内容の考え方を用いて課題解決できるのではないかという見通しをもつことが，

自ら学ぼうとする姿勢へつながると考える。また，自分の考えを整理し，表現することができるよう

に，式や数直線をかいて順序良く説明したり，それぞれの考え方をつなげて話したりするような指導

を継続して行ったりする。 

研究主題 自ら学ぶ力を育てる算数・数学教育のあり方 
子どもの思考力・表現力を高める指導のあり方 



４ 本時のねらい 

 式や数直線を使って，整数÷純小数の計算方法を考える活動を通して，わる数が１より小さい数の

計算でも，小数を整数化して計算すればよいことに気付き，筆算を使って正しく計算することができ

る。 
５ 本時の学習展開（４／１４） 

過程 学 習 活 動 指導・援助 
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１ 問題場面を理解し，既習内容との比較から，本時の課題をもつ。 

 

 
 
・式は 48÷0.8 になって，整数÷小数の計算で求められる。 
・前時は(整数)÷(１より大きい小数)だったけれど，本時は(整数)÷(１より大

きい小数)だな。 
・前時はかける数を整数にして計算する方法で，小数を整数にして計算すれ

ばよかったな。この方法が使えそうだな。 

２ 課題解決に向けて，式や図を使って個人追究する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 全体交流をし，よりよい考え方を追究する。 

 （ア）わる数の 0.8 を整数にするために，わられる数の 48 とわる数の 0.8

の両方ともを 10 倍して 480÷8 にします。計算すると商は 8 になり

ます。 

 （イ）わる数の 0.8 を整数にするために，わられる数の 48 とわる数の 0.8

の両方ともを 10 倍して，480 と 48 にします。8m を 8 でわると 1m

になります。同じように，480 を 8 でわると 1m のねだんを求められ

ます。 

 

 

 

 

 

５ 本時のまとめをする。 

筆算の方法を知る。 

 

 

 

 

 

 

６ 練習問題に取り組む。 

（整数）÷（１より小さい小数）の筆算の仕方を考えよう。 

(整数)÷(１より小さい小数)の計算も，わる数を整数にして計算すればよ

い。 

 
・前時に学習したわり算の方

法と同じ考え方をもとに個
人追究できるように，既習
内容を掲示する。自分の考
え方がすぐにもてない児童
には，既習事項の掲示から
前時を想起して考えること
を助言する。 

（思考力） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・自分の考え方がまとまった

児童には，他の場合でも同
じことがいえるかを問いか
け，「一般性」の視点で考
えることで，自分の考え方
をより確かなものにできる
ようにする。 

（判断力） 
 
 
・自分の考え方を相手に伝わ

るように説明することがで
きるように式と筆算の仕方
をつなげて考えることを助
言する。 

（表現力）  
 
・２つの考え方に共通するこ

とは何かを問いかけ，明ら

かにすることで，まとめへ

とつなげる。 
 
 
 
 
・前時に学習した，わる数が

１より大きい小数の場合も
同じ筆算の計算方法でよい
ことを確認し，（整数）÷
（小数）の筆算の計算方法
としてまとめる。 

 
評価規準（技能） 
 
 
  

わる数が１より小さ

い少数のときも，１より

大きい小数の計算と同

じように計算すること

ができるのかな。 

（イ）数直線 

（ア）式 48÷0.8＝(48×10)÷(0.8×10) 
         =480÷8 
        =6 

(整数)÷(小数)の計算は，

わる数を整数にして，(整

数)÷(整数)の計算で求め

ることができることを理

解し，筆算で計算するこ

とができる。 

【（ア）（イ）に共通する考え方】 

かける数を整数にして計算するために，わる数とわられる数をそれ

ぞれ 10 倍して計算する。 

 リボン 0.8m の代金が 48 円でした。 
このリボン 1m のねだんはいくらでしょう。 

(1)1.7÷3.4＝            (2)42÷1.5＝    
(3)84÷3.5＝             (4)52÷0.4＝     

わる数の小数点を右に移して，整数にする。 

わられる数の小数点も，わる数の小数と同じけた数だけ右に移す。

わる数が整数のときと同じように計算し，商の小数点は，わられる

数の右に移した小数点にそろえてうつ。



 



第５学年 ３ 小数でわる計算を考えよう（小数のわり算） 全１４時間
１ 単元目標
・除法の意味を拡張し，除数が小数の場合でも除法が用いられることを理解し，小数の除法の意味や計算のしかた，きまりを考えることができる。

２ 本単元に関わる既習内容と本単元の評価規準
【本単元までに身に付けてきた学習内容】 【本単元の評価規準】
・（小数）÷（整数）も（整数）÷（整 算数への関心・意欲・態度 数学的な考え方 数量や図形についての技能 数量や図形についての知識・理解
数）の計算と同じようにして，簡単な （整数）÷（小数）や（小 （整数）÷（小数）や（小 （整数）÷（小数）や（小 （整数）÷（小数）や（小
数に置き換えて計算していけばよいこ 数）÷（小数）の計算に興味 数）÷（小数）の計算を，（整 数）÷（小数）を筆算で計算 数）÷（小数）の計算原理を
とが分かる。 をもち，進んで追究しようと 数）÷（整数）の計算に帰着 できる。小数のわり算のあま 理解している。小数のわり算

・（小数）÷（整数）について筆算を用 している。 させて捉えている。 りの処理ができる。 の筆算において，小数点の移
いて計算することができる。 動の仕方を理解している。

３ 単元の見通し

時 １・２ ３ ４（本時） ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１

除数が帯小数の場合でも除法 （整数）÷（１ わる数が純小 小数を整数 小数(小数第 (小数)÷(小 わり進みの (小数)÷(小 (小数)÷(小 何倍かを表
の式で表すことができることを より大きい小 数の場合でも，化して，(小数) 2 位)÷(小数) 数)の場合 あるわり算の 数)の場合のあ 数)で商を四捨 す数が小数で
知り，計算のしかたを考える活 数）の筆算の ÷小数の計算 ÷(小数)の計 の筆算の計算 の，商と被除 計算原理を理 まりのあるわ 五入で処理す 表されていて
動を通して，整数に帰着すれば 計算原理を理 が成り立つこ 算方法が分か 原理を理解し，数との大小関 解し，筆算で り算の筆算を る仕方を理解 も，何倍かに

ねらい よいことに気付き，数直線や式 解し，筆算で とを理解し， り，正しく計 筆算で計算す 係をまとめる 計算すること するときの， し，正しく計 あたる大きさ
を用いて計算することができる。 正しく計算す 筆算で正しく 算することが ることができ ことができる。ができる。 あまりの処理 算することが を求めるには，

ることができ 計算すること できる。 る。 の仕方が分か できる。 かけ算が使え
る。 ができる。 り，正しく求 ることを理解

めることがで し，積を求め
きる。 ることができ

る。

(整数)÷(小数)の答えの見 （整数）÷（１ （整数）÷(１ (小数)÷(小 小数(小数第 (小数)÷(小 (小数)÷(小 (小数)÷(小 小数のわり 小数倍にあ
つけ方を考えよう。 より大きい少 より小さい小 数)の答えの見 2 位)÷(小数) 数)のときの商 数)のときの， 数)で，あまり 算で，商を四 たる量の答え

課題 数）の計算の 数)の計算の仕 つけ方を考え の答えの見つ の大きさの秘 わり進みのあ のある計算の 捨五入して１ の求め方を考
しかたを説明 方を考えよう。よう。 け方を考えよ 密を見つけよ る筆算の仕方 仕方を考えよ /10 の位まで求 えよう。
しよう。 う。 う。 を知ろう。 う。 めるときの求

め方を考えよ
う。

(整数)÷(小数)の答えの見 (整数)÷(１ （整数）÷(１ (小数)÷(小 小数(小数第 わる数>１の (小数)÷ (小 小数のわり 小数のわり 何倍かを表
つけ方るには，整数にもどし より大きい小 より小さい小 数)の答えを見 2 位)÷(小数) ときは，商<わ 数)のとき，わ 算では，あま 算で，商を四 す数が小数で

まとめ て計算すればいい。 数)を計算する 数）の計算も， つけるには， の答えを見つ られる数 り進んで計算 りの小数点は，捨 五 入 し て 表されていて
には，わられ 整数にもどし わられる数と けるには，わ わる数<１のと をすればよい。わられる数の 1/10 の位まで も，何倍かに
る数とわる数 て計算すれば わる数の両方 る数を整数に きは，商>わら もとの小数点 求めるときは あたる大きさ
を 10 倍にし よい。 を 10 倍して整 するために 10 れる数 にそろえてう 1/100 の位を四 を求めるには
て，整数にも 数に直してか 倍や 100 倍に てばよい。 捨五入すれば かけ算を使っ
どして計算す ら計算すれば して計算すれ よい。 て，積を求め
ればよい。 よい。 ばよい。 ればよい。



第５学年 ３ 小数でわる計算を考えよう（小数のわり算） 全１４時間
１ 単元目標
・除法の意味を拡張し，除数が小数の場合でも除法が用いられることを理解し，小数の除法の意味や計算のしかた，きまりを考えることができる。

２ 本単元に関わる既習内容と本単元の評価規準
【本単元までに身に付けてきた学習内容】 【本単元の評価規準】
・（小数）÷（整数）も（整数）÷（整 算数への関心・意欲・態度 数学的な考え方 数量や図形についての技能 数量や図形についての知識・理解
数）の計算と同じようにして，簡単な （整数）÷（小数）や（小 （整数）÷（小数）や（小 （整数）÷（小数）や（小 （整数）÷（小数）や（小
数に置き換えて計算していけばよいこ 数）÷（小数）の計算に興味 数）÷（小数）の計算を，（整 数）÷（小数）を筆算で計算 数）÷（小数）の計算原理を
とが分かる。 をもち，進んで追究しようと 数）÷（整数）の計算に帰着 できる。小数のわり算のあま 理解している。小数のわり算

・（小数）÷（整数）について筆算を用 している。 させて捉えている。 りの処理ができる。 の筆算において，小数点の移
いて計算することができる。 動の仕方を理解している。

３ 単元の見通し

時 １２ １３ １４

１とみる大き １にあたる 練習問題を
さが小数で表さ 量，何倍，何 通して，習熟
れていても何倍 倍かした量と を図るととも
になっているか いった数量の に，事後の評

ね 求めるには，わ 関係を理解し 価を行う。
ら り算が使えるこ て，小数倍に
い とを理解し，正 なっている量

しく計算するこ を求めること
とができる。 ができる。

１にあたる １にあたる
量が小数のと 量の求め方を

課 き，何倍かを 考えよう。
題 求める方法を

考えよう。

１とみる大 １とみる大
きさが小数で きさを求める

ま と 表されていて ときは，□を
め も，何倍にな 使ってかけ算

っているかを の式に表した
求めるには， り，数直線を
わり算を使え 使ったりして
ばよい。 考えればよい。



４ 学習内容
【第１・２時】（整数）÷（小数）の計算

ね 除数が帯小数の場合でも除法の式で表すことができるこ
ら とを知り，計算のしかたを考える活動を通して，整数に帰
い 着すればよいことに気付き，数直線や式を用いて計算する
ことができる。

学 習 活 動 指導･援助･評価

１ 確かな課題をもつ。
リボン 2.4 ｍの代金は 96 円で
す。このリボン１ｍのねだんは
いくらでしょう。
・何算になるのかな。
・式は数直線から

0 □ 96
(円)

(ｍ)

0 １ 2 2.4
・96÷ 2.4
(整数)÷(小数)の答えの見つけ
方を考えよう。
２ 自分の考えをもつ ・数直線から,
・0.1ｍの代金から 比の考えを使

96÷ 2.4＝ 96÷ 24× 10 って,×○÷△
をして答えを

・24ｍの代金から 見つけよう。
96÷ 2.4＝ 96× 10÷ 24
0 □ 96 96× 10

(円)

(ｍ)

0 １ 2.4 24
３ 考えを交流する。 評価規準
４ 有効性を判断し一般化するた【数学的な考え方】

めに問題に取り組む。 (整数)÷(小
数)のわり算

1.2ｍの代金が 60円でした。こ を整数に帰
のリボン１ｍの代金は？ 着して考え

５ 本時のまとめをする。 ている。

(整数)÷(小数)の答えを見つけ
るには，整数の計算にもどして
計算すればよい。

【第３時】（整数）÷（小数）の計算

ね （２けたの整数）÷（２位数の小数）の筆算
ら の計算原理を理解し，正しく筆算で計算するこ
い とができる。

学 習 活 動 指導･援助･評価

１ 確かな課題をもつ。
0.8ｍのねだんが 48円のリボン
があります。１ｍの代金はいく
らでしょう。
・式は数直線から

0 48 □
(円)

(ｍ)

0 0.8 １
48÷ 0.8だ。

T:リボンの長さが１より小さい小
数で表されていても，その１ｍ
の代金の求めるにはわり算を使
います。
(整数)÷(１より小さい小数)の
答えの見つけ方を考えよう。
２ 自分の考えをもつ ・わり算は，

わられる数と
0 48 □ 48× 10 わる数を同じ

(円) 数でかけても
商は変わらな

(ｍ) い。

0 0.8 １ ８
48÷ 0.8＝(48× 10)÷(0.8× 10)

＝ 480÷ 8 評価規準
＝ 60 答え 60円 【技能】

３ 考えを交流する。 (小数)÷(１
４ 有効性を判断し一般化するた より小さい
めに問題に取り組む。 小数)のわり
９÷ 0.2 算を正しく

計算してい
５ 本時のまとめをする。 る。
(整数)×(１より小さい小数)の
計算も，整数の計算にもどし
て計算すればよい。

【第４時】（整数）÷（純小数）の筆算

ね わる数が純小数の場合でも，÷小数の計算が
ら 成り立つとともに正しく計算することができ
い る。

学 習 活 動 指導･援助･評価

１ 確かな課題をもつ。
3.2ｍの鉄の棒の重さが 16㎏で
した。この鉄の棒１ｍ重さは何
㎏でしょう。
・(２けたの整数)÷(２位数の小
数)だから，どうやって計算すれ
ばいいのかな。

(２けたの整数)÷(２位数の 小
数)の計算の仕方を考えよう。

２ 自分の考えをもつ。
・計算して
16÷ 3.2＝(16 × 10)÷(3.2 × 10)

＝ 160÷ 32
＝５ ５ kg

３ 考えを交流する。 ・整数の計算に
・筆算でできないのかな。 するためには，
T:16 ÷ 3.2 の筆算を次のように行 どうすればいい
う。 かな。

５ ５ ５
3.2)16 3.2)16.0 3.2) 16.0

16.0
0

４ 有効性を判断し一般化するた 評価規準
めに問題に取り組む。 【技能】
７８÷ 0 .3 (整数÷×(小

数)の筆算が
正しくできて

５ 本時のまとめをする。 いる。
(２けたの整数)÷(２位数の小

数)を計算するには，わられる数と
わる数を 10倍にして，整数にもど
して計算すればよい。



４ 学習内容
【第５時】（小数）÷（小数）の計算

ね 小数を整数化して，(小数)÷(小数)の計算方法が分
ら かり，正しく計算することができる。
い

学 習 活 動 指導･援助･評価

１ 確かな課題をもつ。 ・問題文を数直
線に表し，立

1.2ｍの鉄パイプの重さが 8.4kg 式の根拠とな
この鉄パイプ１ｍの重さは？ るように指導

・数直線からも
0 □ 8.4

(円)
(ｍ)

0 1 1.2 2

（小数）÷（小数）の答えの見
つけ方を考えよう。

２ 自分の考えをもつ。 ・整数に置き換
8.4÷ 1.2＝(8.4 × 10)÷(1.2 × 10) える方法を考え

＝ 84÷ 12 よう。
＝７ ７㎏

３ 考えを交流する。
・筆算でできないのかな。
× 10 ７

1.2)8.4 1.2)8.4 1.2 ) 8.4
× 10 84

0
４ 有効性を判断し一般化するた
めに問題に取り組む。

９.６÷３.２を筆算で求めよう。
評価規準【技能】

５ 本時のまとめをする。

(小数)÷(小数)の答えを見つけ （小数）÷（小
るには，わられる数とわる数の両 数）の計算が
方を 10倍して整数に直してから計 正しく筆算で
算すればよい。 きる。

【第６時】小数の筆算

ね 小数(小数第 2 位)÷(小数)の筆算の計算原理を理
ら 解し，筆算で計算することができる。
い

学 習 活 動 指導･援助･評価

１ 確かな課題をもつ。
４.３２÷１.８の計算の仕方を
考えよう。
・小数第２位の小数のわり算だ。・
・どうやって筆算をやるのかな。

小数(小数第 2 位)÷(小数)の答え
の見つけ方を考えよう。
２ 自分の考えをもつ。 ・小数点は，
4.32 ÷ 1.8 ＝(4.32 × 10)(1.8 × どのように移
10) 動しています

＝ 43.2÷ 18 か。
＝ 2.4

３ 筆算の仕方を知る。
34

1.8)4.32 1.8)4.32 1.8 )4.32
84 36

72
72

0
４ 有効性を判断し一般化するた
めに問題に取り組む。
9.664÷ 6.04

①わる数の小数点を右に移して，整数
にする。

②わられる数の小数点も，わる数の小 評価規準
数点と同じ桁数だけ右に移す。 【技能】

③わる数が整数のときと同じように計 (小数)÷(小
算し，商の小数点は，わられる数の 数)の筆算を
右に移した小数点にそろえてうつ。 小数点をう

つ桁数に気
５ 本時のまとめをする。 をつけて，
小数(小数第 2 位)÷(小数)の答え 正しく計算
を見つけるには，わる数を整数に している。。
するために 10倍や 100倍にして計
算すればよい。

【第７時】商の大きさ

ね (小数)÷(小数)の場合の，商と被除数との大小関
ら 係をまとめることができる。
い

学 習 活 動 指導･援助･評価

１ 確かな課題をもつ。
1.2ｍの重さが 7.2gの針金と
0.8 ｍの重さが 7.2g の針金の，
それぞれ 1mの重さを 7.2gと比
べよう。
・小数÷小数の商の大きさはどう
変わるのだろうか。
(小数)÷(小数)のときの，商の
大きさのひみつを見つけよう。

２ 自分の考えをもつ。
・まず，商を求める。

1.2 m の重さ 7.2÷ 12＝６
0.8ｍの重さ 7.2÷ 0.8＝９ ・整数の計算に

するためには，
・次に商の大きさを比べて どうすればいい

1.2ｍの重さが 7.2gの針金 かな。
６ g<7.2ｇ

0.8mの重さが 7.2の針金
９ g>7.2ｇ

３ 考えを交流する。

４ 有効性を判断し一般化するた 評価規準
めに問題に取り組む。 【知識理解】
① 2.8÷ 1.4□ 2.8 わる数が１よ
② 5.4÷ 0.9□ 5.4 り大きいとき

と小さいとき
・商の大きさのひみつがわかった のわられる数
から，計算をしなくてもできるぞ。 と商との関係

を理解してい
る。

５ 本時のまとめをする。
わる数>１のときは，商<わられ

る数
わる数<１のときは，商>わられる
数



４ 学習内容
【第８時】わり進みのある計算

ね わり進みのあるわり算の計算原理を理解し，
ら 筆算で計算することができる。
い

学 習 活 動 指導･援助･評価

１ 確かな課題をもつ。 ・問題文を数直
線に表し，立

右の長方形の 式の根拠とな
横の長さを求 1.5㎝ るように指導
めよう。 6.3c㎡ する。

□㎝

・長方形の面積を求める公式から
考えていけそうだ。

・式は，6.3÷ 1.5
4

1.5 )6.3
60

3
・わり進んでいけばよさそうだ

(小数)÷(小数)のときの，わり
進みのある筆算の仕方を知ろう。

２ わり進みのある計算の仕方を
知る。 4 ・実際に計算を

1.5 )6.3 してみよう。
60

30
30

0
T:商に小数点をうち，0 を付け加
えて筆算の続きをおこなう。

４ 有効性を判断し一般化するた
めに問題に取り組む。

① 12÷ 7.5 ② 4.2÷ 5.6 評価規準【技能】
（小数）×（小

５ 本時のまとめをする。 数）のわり進
みの計算がで

(小数)÷(小数)のとき，わり進ん きている。
で計算をすればよい。

【第９時】あまりのあるわり算

ね (小数)÷(小数)の場合のあまりのあるわり算の
ら 筆算をするときの，あまりの処理の仕方が分か
い り，正しく求めることができる。

学 習 活 動 指導･援助･評価

１ 確かな課題をもつ。
6.3 ｍのひもを 1.5 ｍずつ切っ
てアクセサリーを作ります。何
本取れて，何ｍ余るでしょう。
・(小数)÷(小数)であまりのある
ときはどうやって計算するのかな。

(小数)÷(小数)で，あまりのあ
る計算の仕方を考えよう。

２ 自分の考えをもつ ・図に書いて
・図を使って分けてみると 考えてみよう。

1.5ｍ 1.5ｍ 1.5m 1.5m 0.3ｍ
４本取れて 0.3ｍあまる。

３ 考えを交流する。

・筆算で計算するとどうなるの？
T:筆算では次のように計算します。

4
1.5 )6.3

60
0.3

４ 問題２を提示する。
評価規準
【技能】

1.5×□＋□＝□ (ｍ) (小数)÷(小
数)のあまり

５ 本時のまとめをする。 の処理の仕
方がわかり，

小数のわり算では，あまりの小数 筆算で正し
点は，わられる数のもとの小数点 く計算して
にそろえてうてばよい。 いる。

【第10時】商を四捨五入で処理する

ね (小数)÷(小数)で商を四捨五入で処理する仕
ら 方を理解し，正しく計算することができる。
い

学 習 活 動 指導･援助･評価

１ 確かな課題をもつ。

面積が 20㎡の花壇
横の長さを 4.8 ｍ
にしたら， □㎝ 20㎡
縦の長さは 4.8ｍ
何ｍにすればいいでしょう。
商を四捨五入して 1/10 の位ま
で求めましょう。

・式は 20÷ 4.8
・四捨五入して 1/10 の位まで求
めるには，どこえを四捨五入すれ
ばいいのだろう。
(小数)÷(小数)で，あまりのあ

る計算の仕方を考えよう。
２ 自分の考えをもつ。
△ 1/10の位で ○ 1/100の位で

2 ・位に気をつけ
4.1 4.16 て計算してみよ

4.8 )20 4.8 )200 う。
192 192

80 80
48 48
32 320

1/10で四捨五入 284
すると商が１の位に 評価規準
なってしまう。 【技能】
３ 考えを交流する。 (小数)÷(小
・1/10 の位までということは， 数)で 1/10 の
その前の 1/100 の位で四捨五入す 位まので商に
ればいいぞ。 なるように
４ 問題２を提示する 1/100 の位で

1.2÷ 0.7を四捨五入して 1/10 四捨五入して
の位まで求めよう。 処理してい

５ 本時のまとめをする。 る。
小数のわり算で，商を四捨五入

して 1/10 の位まで求めるときは
1/100の位を四捨五入すればよい。



【第１１時】小数倍とかけ算

ね 何倍かを表す数が小数で表されていても，何倍か
ら にあたる大きさを求めるには，かけ算が使えること
い を理解し，積を求めることができる。

学 習 活 動 指導･援助･評価

１ 確かな課題をもつ。
赤いテープの長さは，2.5ｍで緑

のテープの長さは赤いテープの長
さの 2.4 倍です。また，ピンクの
テープの長さは，赤いテープの 0.6
倍です。緑とピンクの長さは，そ
れぞれ何ｍでしょう。
・小数倍でもかけ算が使えるぞ。

× 2.4
0 2.5 □ （ｍ） ・数直線に表し

比の考え方を使
0 １ 2.4 （倍） って何算か考え

× 2.4 よう。
小数倍にあたる量の答えの求め

方を考えよう。
２ 自分の考えをもつ。
・緑のテープは数直線から

2.5× 2.4＝６ ６ｍ
T:何倍かを表す数が小数で表され
ていても，何倍かにあたる大きさ
を求めるにはかけ算が使えます。
・ピンクテープは数直線から

× 0.6
0 □ 2.5 （ｍ）

0 0.6 １ （倍）
× 0.6 評価規準

2.5× 0.6＝ 15 15ｍ 【知識理解】
４ 有効性を判断し一般化するた 何倍かを表
めに問題に取り組む。 す数が小数で
横の長さがたての長さの 1.5 倍の 表されていて
長方形の形をした花壇を作ります。 も，何倍かに
たてを３ｍにすると横は何ｍでし あたる大きさ
ょう。また花壇の面積は何㎡でし を求めるには
ょう。 かけ算が使え
５ 本時のまとめをする。 積を求めるこ
何倍かを表す数が小数で表され とを理解して
ていても，何倍かにあたる大きさ いる。
を求めるにはかけ算を使って，積
を求めればよい。

【第１２時】小数倍とわり算

ね １とみる大きさが小数で表されていても何倍になっているか
ら 求めるには，わり算が使えることを理解し，正しく計算する
い ことができる。

学 習 活 動 指導･援助･評価

１ 確かな課題をもつ。
右のような４本のテープがあり 白･･･５ｍ
ます。白，青，黄のテープの長 青･･･3.5ｍ
さは，それぞれ赤いテープの何 赤･･･2.5ｍ
倍でしょう。 黄･･･２ｍ
・赤いテープがもとにあたる量だ。
・数直線に表して何算か考えよう。
１にあたる量が小数のとき，何
倍かを求める方法を考えよう

２ 自分の考えをもつ
・数直線を使って数量関係をはっきりさせよう。

0 ２ 2.5 3.5 ５
(m)
(倍)

0 □ １ □ □

白 ５÷ 2.5＝２ ２倍 ・数直線から
青 35÷ 2.5＝ 1.4 1.4倍 式を考えよう。
黄 ２÷ 2.5＝ 0.8 0.8倍

３ 考えを交流する。

T:１とみる大きさが小数で表され
ていても，何倍になっているかを 評価規準
求めるには，わり算が使えます。 【知識理解】

１とみる
４ 有効性を判断し一般化するた 大きさが小
めに問題に取り組む。 数で表され
赤いテープに長さ 2.5 ｍを１と ていても，
みたとき，青と黄のテープの長 何倍かを求
さは，赤いテープの長さのどれ めるには，
だけにあたるでしょう。 わり算を使

えばよいこ
５本時のまとめをする。 とを理解し
１とみる大きさが小数で表されて ている。
いても，何倍になっているかを求
めるには，わり算を使えばよい。

【第１３時】１にあたる量

ね １にあたる量，何倍，何倍かした量といった数量の
ら 関係を理解して，小数倍になっている量を求めるこ
い とができる。

学 習 活 動 指導･援助･評価

１ 確かな課題をもつ。
けんじさんの家から駅までの道
のりは，2.8km です。これは，
家からバス停までの道のりの
3.5 倍です。家からバス停まで
の道のりは何 kmでしょう。
・何算になるのか，数量関係を数
直線に書いてみよう。

バス停まで 駅まで
0 □ 2.8 （ｍ）

0 １ 3.5 (倍)
・１にあたる量を求めればよい。
１にあたる量の求め方を考えよ
う。
２ 自分の考えをもつ。
ア）□を使って
□× 3.5＝ 2.8

□＝ 2.8÷ 3.5 ・数直線から式
□＝ 0.8 を考えよう。

イ）数直線から
÷ 3.5

0 □ 2.8 （ｍ）

0 １ 3.5 （倍） 評価規準
÷ 3.5 【知識理解】

2.8÷ 3.5＝ 0.8
３ 考えを交流する。 １とみる
４ 有効性を判断し一般化するた 大きさを求
めに問題に取り組む。 めるときは，
ある日のスーパーの買い物客 □を使って
の数は，468人です。これは， かけ算の式
前日の 12倍です。前日の客の に表したり，
数は何人でしょう。 数直線を使

５ 本時のまとめをする。 ったりして
１とみる大きさを求めるとき 考えればよ

は，□を使ってかけ算の式に表し いことを理
たり，数直線を使ったりして考え 解している。
ればよい。



【第１４時】習熟と事後評価

ね 練習問題を通して，習熟を図るとともに，事
ら 後評価を行う。
い

学 習 活 動 指導･援助･評価

◇練習問題に取り組む。

◇事後評価を行うとともに，単元
について振り返りをする。
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